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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策や日本銀行による金融緩和策の効果により円

安・株高が進行し、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減が懸念されたものの、その影響は限定的で、景

気は回復基調を維持してまいりました。しかしながら、輸入原材料や燃料費の高騰による更なる物価上昇への懸念

から、先行きは不透明なものとなっております。

 当社グループが属する情報サービス産業界におきましては、市場を牽引してきたモバイル端末市場の成長がやや

鈍化し、ＯＳのサポート終了に伴うパソコンの買替え需要の反動減があるものの、企業業績の回復に伴い陳腐化し

たシステムの更新やマイナンバー制への対応等により、ＩＴ投資については今後需要の増加が見込まれておりま

す。

 このような環境の中、当社グループでは、創立40周年を機に長期的な展望に基づく事業の再構築に向けて、新た

な中期経営計画について検討を重ねてまいりました。また、技術者確保に向けての採用体制の強化に努めておりま

す。なお、創立40周年を記念して記念事業を実施し、その費用として総額112百万円の支出をしております。

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,025百万円で88百万円の増加（前年同四半期比3.0％増）、

営業利益は65百万円で49百万円の減少（前年同四半期比43.2％減）、経常利益は74百万円で53百万円の減少（前年

同四半期比42.1％減）、四半期純利益は45百万円で19百万円の減少（前年同四半期比29.8％減）となりました。

 当第１四半期累計期間におけるセグメント別の業績は次のとおりであります。

（イ）システムコア事業

 半導体設計業務や組込ソフト開発業務は回復基調にあるものの、半導体試験装置開発業務において稼働率の

回復が遅れていることから、売上高は608百万円（前年同期比2.5％増）、セグメント利益は123百万円（前年

同期比6.8％減）となりました。

（ロ）ＩＴソリューション事業

 コンテンツ変換ツールに関する製品の販売はやや持ち直したものの、データーエントリーや一部のシステム

開発業務等で稼働率が低下したことなどにより、売上高は862百万円（前年同期比1.3％増）、セグメント利益

は36百万円（前年同期比42.0％減）となりました。

（ハ）ネットワークサービス事業

 ネットワークやＩＴインフラの構築・運用サービス業務等の需要は引き続き拡大しているため、中途採用に

よる人員の増強を重点的に行い、売上高は1,554百万円（前年同期比4.2％増）、セグメント利益は218百万円

（前年同期比0.2％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は7,871百万円となり、前連結会計年度末に比べ623百万円減

少いたしました。これは主に現金及び預金が216百万円、受取手形及び売掛金が467百万円、有価証券が99百万

円減少した一方で、仕掛品が159百万円増加したこと等によるものであります。固定資産は3,061百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ324百万円増加いたしました。これは主に投資有価証券が334百万円増加したこと

等によるものであります。

 この結果、総資産は10,933百万円となり、前連結会計年度末に比べ298百万円減少いたしました。

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は1,772百万円となり、前連結会計年度末に比べ188百万円減

少いたしました。これは主に未払法人税等が172百万円、賞与引当金が408百万円減少した一方で、短期借入金

60百万円、流動負債その他に含まれる未払消費税等が94百万円、預り金が187百万円それぞれ増加したこと等

によるものであります。固定負債は1,136百万円となり、前連結会計年度末に比べ42百万円増加いたしまし

た。これは主に退職給付に係る負債が70百万円増加した一方で、役員退職慰労金引当金が28百万円減少したこ

と等によるものであります。なお、役員退職慰労金制度の廃止により、役員退職慰労引当金の残額を固定負債

その他に含まれる長期未払金に振り替えております。

 この結果、負債合計は2,909百万円となり、前連結会計年度末に比べ145百万円減少いたしました。
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（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産は8,023百万円となり、前連結会計年度末に比べ152百万円減少

いたしました。これは主に利益剰余金が四半期純利益により45百万円、その他有価証券評価差額金が25百万円

増加した一方で、利益剰余金が配当の支払により190百万円、退職給付会計基準の変更による調整で36百万円

それぞれ減少したこと等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成26年５月２日の「平成26年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の業

績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積り実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、並びに割引率の決定方法を割引率決定の基礎とな

る債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期

間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が56百万円増加し、利益剰余金が36百万円減

少しております。なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,585 4,369 

受取手形及び売掛金 2,700 2,233 

有価証券 499 399 

商品 2 1 

仕掛品 87 246 

原材料及び貯蔵品 1 0 

その他 666 660 

貸倒引当金 △49 △41 

流動資産合計 8,494 7,871 

固定資産    

有形固定資産 670 656 

無形固定資産 129 117 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,407 1,741 

その他 557 573 

貸倒引当金 △28 △28 

投資その他の資産合計 1,936 2,287 

固定資産合計 2,736 3,061 

資産合計 11,231 10,933 

負債の部    

流動負債    

買掛金 233 175 

短期借入金 40 100 

未払法人税等 209 36 

賞与引当金 807 398 

工事損失引当金 0 0 

資産除去債務 1 － 

その他 669 1,062 

流動負債合計 1,961 1,772 

固定負債    

退職給付に係る負債 799 869 

役員退職慰労引当金 253 － 

資産除去債務 41 41 

その他 － 224 

固定負債合計 1,094 1,136 

負債合計 3,055 2,909 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,448 1,448 

資本剰余金 1,636 1,636 

利益剰余金 5,707 5,525 

自己株式 △646 △646 

株主資本合計 8,146 7,965 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 148 174 

退職給付に係る調整累計額 △122 △118 

その他の包括利益累計額合計 26 55 

少数株主持分 3 3 

純資産合計 8,176 8,023 

負債純資産合計 11,231 10,933 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 2,937 3,025 

売上原価 2,423 2,550 

売上総利益 513 475 

販売費及び一般管理費 398 409 

営業利益 114 65 

営業外収益    

受取利息 4 4 

受取配当金 2 3 

その他 6 0 

営業外収益合計 13 9 

営業外費用    

支払利息 0 0 

その他 0 － 

営業外費用合計 0 0 

経常利益 128 74 

特別損失    

固定資産除却損 2 2 

特別損失合計 2 2 

税金等調整前四半期純利益 126 72 

法人税等 61 26 

少数株主損益調整前四半期純利益 64 45 

少数株主利益 0 0 

四半期純利益 64 45 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 64 45 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 6 25 

退職給付に係る調整額 － 3 

その他の包括利益合計 6 29 

四半期包括利益 70 74 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 70 74 

少数株主に係る四半期包括利益 0 0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  システムコア事業 
ＩＴソリュー 
ション事業 

ネットワーク 
サービス事業 

合計 

売上高        

外部顧客への売上高 593 851 1,491 2,937 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ 3 1 4 

計 593 855 1,492 2,941 

セグメント利益 132 63 218 414 

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 414

セグメント間取引消去 28

全社費用（注） △328

四半期連結損益計算書の営業利益 114

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  システムコア事業 
ＩＴソリュー 
ション事業 

ネットワーク 
サービス事業 

合計 

売上高        

外部顧客への売上高 608 862 1,554 3,025 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ 0 1 1 

計 608 862 1,555 3,026 

セグメント利益 123 36 218 379 

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 379

セグメント間取引消去 23

全社費用（注） △337

四半期連結損益計算書の営業利益 65

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。
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